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恒 心

★
日
本
人
は
仕
事
の
虫
と
言
わ
れ
て
い
る
。
中

で
も
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
づ
め
で
、
一
番
の
激

職
は
誰
か
と
言
え
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
だ
と
思

う
。
通
常
国
会
が
始
ま
り
、
衆
参
両
院
本
会

議
で
の
所
信
表
明
演
説
、
そ
の
後
代
表
質
問
が

待
っ
て
い
る
。
本
会
議
は
代
表
質
問
で
あ
り
、
答
弁
は
原
稿

を
読
め
ば
済
む
こ
と
が
で
き
る
。
★
予
算
委
員
会
は
一
問
一

答
形
式
と
な
り
、
息
を
抜
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
ま
し
て
野

党
の
質
問
者
は
、
大
臣
で
済
む
答
弁
で
も
、
テ
レ
ビ
中
継
を

意
識
し
て
、
極
め
て
専
門
的
、
細
か
い
質
問
を
し
て
、
総
理

の
答
弁
を
欲
し
が
る
。
問
題
点
を
質
す
の
が
目
的
か
、
失
言

を
引
き
出
し
た
い
の
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
の
か
、
真
意

が
分
ら
な
い
。
★
地
方
議
会
で
は
、
知
事
や
市
長
は
提
案
説

明
と
最
後
の
総
括
質
疑
以
外
、
通
常
出
席
し
な
い
。
ほ
と
ん

ど
担
当
責
任
者
で
あ
る
部
長
、
局
長
が
対
応
す
る
。
諸
外
国

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
日
本
ほ
ど
国
会
に
拘
束
さ
れ
る
国
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。
1
日
中
、
国
会
に
拘
束
さ
れ
て
い
て

は
、
人
に
会
う
こ
と
も
ま
ま
な
ら
い
。
国
家
の
重
要
な
政
策

を
考
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
ん
な
状
態
で
い
い
の
か
。

総
理
を
も
っ
と
自
由
に
し
て
、
時
間
的
余
裕
を
与
え
、
常
に

大
所
高
所
か
ら
国
家
の
行
く
末
を
考
え
て
貰
わ
な
い
と
い
け

な
い
。
★
2
月
8
日
、
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
。
首
相
は
プ
ー
チ
ン
首
相
に
会
い
、
日
ソ

平
和
条
約
の
締
結
、
そ
し
て
北
方
領
土
返
還
に
メ
ド
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、野
党
は
7
日
の
午
前
中
ま
で
、

首
相
を
予
算
委
員
会
に
拘
束
、
首
相
は
急
ぎ
足
で
北
方
領
土

返
還
要
求
国
民
大
会
に
出
席
、
羽
田
か
ら
政
府
専
用
機
で
約

11
時
間
掛
け
て
ソ
チ
に
向
か
っ
た
。
滞
在
1
日
、
と
ん
ぼ
返

り
で
10
日
午
前
9
時
か
ら
衆
院
予
算
委
員
会
に
臨
ん
だ
。
ま

さ
に
殺
人
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
野
党
は
働
く
人
の
過

労
死
は
問
題
に
す
る
が
、
一
国
の
総
理
を
こ
れ
ほ
ど
酷
使
し

て
い
い
の
か
。

第
186
通
常
国
会
が
、
1
月
24
日
に
召
集
さ
れ
た
。
今
国
会
は
平

成
25
年
度
の
5
・
5
兆
円
の
補
正
予
算
と
26
年
度
の
一
般
会
計
予

算
を
審
議
す
る
重
要
な
国
会
で
あ
る
。
経
済
の
好
循
環
環
境
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
本
予
算
の
年
度
内
成
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
参
議
院
で
は
1
月
29
、
30
日
で
本
会
議
、
2
月
5
、
6
、

7
日
で
予
算
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
補
正
予
算
の
審
議
は
自
民
党

が
か
な
り
野
党
に
配
慮
し
て
、
丁
寧
な
国
会
運
営
に
努
力
、
大
し

た
波
乱
も
な
く
、
2
月
6
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。

補
正
予
算
の
成
立
で
、
地
方
の
自
治
体
に
資
金
が
回
り
、
地
方
経

済
に
い
い
環
境
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
補
正
の
次
は
、

総
額
92
兆
6
千
億
円
の
当
初
予
算
で
あ
る
。
ア
べ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

果
を
国
民
が
実
感
す
る
た
め
に
も
、
年
度
内
成
立
を
果
た
し
、
国

お
よ
び
地
方
で
成
長
戦
略
を
活
発
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
は
安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
、

裏
切
っ
て
は
な
ら
な
い
。
安
倍
内
閣
に
と
っ
て
真
価
を
問
わ
れ
る

正
念
場
の
年
で
あ
る
。

補正予算を審議する参議院予算委員会で答弁する安倍首相

国
民
、
景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
か

通常国会開会、強気の首相
安倍内閣にとって正念場の年

通常国会開会、強気の首相
安倍内閣にとって正念場の年
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参
議
院
総
務
委
員
会
、
参
考
人
招
致

百
田
、
長
谷
川
両
氏
を
求
め
る

参
院
選
挙
制
度
の
改
革

待
っ
た
な
し
の
課
題
、
今
年
中
に
法
律
改
正

平
成
25
年
度
の
補
正
予
算
を
審
議
す
る
衆

参
予
算
委
員
会
の
質
疑
を
見
て
い
て
も
、
安

倍
首
相
の
や
や
過
信
と
も
見
え
る
堂
々
た
る
答

弁
ぶ
り
に
比
較
し
て
、
民
主
党
は
じ
め
野
党
の

質
問
の
迫
力
不
足
は
否
め
な
い
。
新
聞
テ
レ
ビ

等
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
強
多
弱

で
自
民
党
だ
け
が
目
立
ち
、
野
党
の
力
量
不

足
が
甚
だ
し
い
。
安
倍
内
閣
の
政
策
を
追
求

す
る
焦
点
が
定
ま
ら
ず
、
し
か
も
野
党
の
足

並
み
が
乱
れ
て
い
て
は
、
今
の
安
倍
内
閣
な
ど

と
て
も
野
党
の
敵
で
は
な
い
。
内
閣
を
追
及
す

る
目
玉
探
し
に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ

に
来
て
籾
井
勝
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
、
百
田
尚
樹
、

長
谷
川
三
千
子
経
営
委
員
の
発
言
問
題
が
槍

玉
に
挙
が
っ
て
い
る
。
籾
井
会
長
の
発
言
は

平
成
22
年
7
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
通
常

選
挙
に
お
い
て
、
1
票
の
格
差
が
5
倍
近
く

を
超
え
る
選
挙
区
が
あ
り
、
先
の
参
議
院
選

挙
は
憲
法
違
反
で
あ
る
と
、
弁
護
士
グ
ル
ー

プ
が
選
挙
無
効
の
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
平
成

24
年
10
月
、
最
高
裁
判
所
は
「
選
挙
区
間
の

投
票
価
値
の
不
均
衡
は
、
違
憲
の
問
題
が
生

ず
る
程
度
の
著
し
い
不
平
等
状
態
に
至
っ
て
い

た
。
投
票
価
値
の
平
等
の
要
請
を
考
え
れ
ば
、

よ
り
適
切
な
民
意
の
反
映
が
可
能
と
な
る
よ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
は
、日
本
政
府
と
全
く
違
っ

た
内
容
の
放
送
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
慰
安

婦
は
今
の
モ
ラ
ル
で
は
悪
い
が
、
戦
時
中
ど
こ
の

国
に
も
あ
っ
た
」
と
言
う
内
容
。
当
日
の
記
者
会

見
の
議
事
録
を
読
ん
で
み
た
が
、
記
者
連
中
は
何

と
か
し
て
、会
長
の
失
言
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
、

し
つ
こ
く
質
問
し
て
い
た
。
こ
の
程
度
の
発
言
に

よ
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
資
格
が
な
い
と
追
求
さ
れ

た
ら
、
誰
も
な
り
手
が
な
く
な
る
。
民
間
で
の
高

い
社
会
的
地
位
と
高
額
の
報
酬
を
捨
て
て
、
そ
の

何
分
の
1
か
の
報
酬
で
、
国
家
の
た
め
に
奉
仕
し

よ
う
と
し
て
い
る
民
間
人
会
長
に
ご
苦
労
様
と
声

を
か
け
て
も
、
お
ま
え
辞
め
ろ
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
百
田
、
長
谷
川
両
氏
は
作
家
、
学

者
と
し
て
自
ら
の
見
識
を
披
露
し
た
。
百
田
氏
は

少
し
言
い
過
ぎ
の
面
が
あ
る
が
、
誰
し
も
持
論
は

あ
る
。
人
柄
は
い
い
。
目
く
じ
ら
を
立
て
る
ほ
ど

の
こ
と
は
な
い
。
た
だ
百
田
、
長
谷
川
氏
と
も
安

う
、
都
道
府
県
を
単
位
と
し
た
選
挙
区
の
方
式

を
し
か
る
べ
き
形
で
改
め
る
な
ど
し
て
、
不
平
等

状
態
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
最
高
裁
の
判
決
が
出
さ
れ
た
以
上
、

参
議
院
選
挙
制
度
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
あ
る
。
次
期
の
参
議
院
通
常
選
挙（
平
成
28
年

7
月
執
行
予
定
）は
1
票
の
格
差
を
抜
本
的
に
解

消
す
る
よ
う
な
選
挙
制
度
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
参
議
院
で
は
最
高
裁
の
判
決
を
受
け

て
、
平
成
25
年
9
月
12
日
に
山
崎
参
議
院
議
長

の
下
で
、「
選
挙
制
度
の
改
革
に
関
す
る
検
討
会
」

が
開
催
さ
れ
、「
選
挙
制
度
協
議
会
」
が
設
置
さ

れ
た
。
協
議
会
の
座
長
に
は
、
参
院
自
民
党
幹

倍
首
相
と
の
関
係
が
非
常
に
近
い
た
め
に
、
経
営

委
員
に
任
命
し
た
安
倍
首
相
の
責
任
を
追
及
し

た
い
よ
う
で
あ
る
。
経
営
委
員
に
問
題
あ
り
と
す

れ
ば
、
経
営
委
員
長
又
は
経
営
委
員
長
職
務
代

行
者
が
経
営
委
員
会
を
代
表
し
て
国
会
対
応
す

べ
き
で
あ
り
、
個
々
の
経
営
委
員
を
国
会
に
呼
ぶ

の
は
適
当
で
は
な
い
。
両
氏
と
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
営
委

員
と
し
て
就
任
さ
れ
た
上
は
、
そ
の
職
務
上
、
公

平
、
公
正
な
立
場
を
堅
持
す
る
の
は
至
極
当
然
で

あ
り
、
両
人
と
も
そ
の
点
は
十
分
に
弁わ

き
まえ
て
お
ら

れ
る
。
わ
か
り
易
く
言
え
ば
、
知
事
、
市
長
で
も

政
党
の
公
認
、
推
薦
で
当
選
し
て
も
、
い
っ
た
ん

そ
の
立
場
に
つ
け
ば
、
政
党
の
干
渉
を
排
除
し
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
平
、
公
正
に
自
治

体
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
じ
で
あ

る
。
3
氏
の
発
言
に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
内

容
が
偏
向
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
声
が

あ
る
が
、
取
り
越
し
苦
労
で
あ
る
。

事
長
の
脇
雅
史
氏
が
指
名
さ
れ
た
。「
良
識
の
府
」

参
議
院
に
ふ
さ
わ
し
い
選
挙
制
度
を
ど
う
構
築

す
る
の
か
、
総
論
は
簡
単
で
あ
る
が
、
各
論
と

な
る
と
議
員
の
身
分
に
関
わ
る
死
活
的
に
重
要

な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
脇
座
長
も
頭
が
痛
い
。

脇
座
長
は
「
現
憲
法
下
で
、
党
派
性
に
と
ら
わ

れ
な
い
抜
本
的
な
改
革
案
を
、
座
長
の
試
案
と

し
て
出
し
、
そ
れ
を
た
た
き
台
に
議
論
し
て
貰
い

た
い
。
そ
し
て
遅
く
と
も
今
年
中
に
、
法
律
を

改
正
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
参
議
院
選
挙
制

度
の
抜
本
的
改
革
は
、
単
に
選
挙
制
度
の
改
革

に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
道
府
県
制
度
の
あ
り
方
に

も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

政
府
は
国
家
公
務
員
の
幹
部
職
員
の
女
性
割
合

を
30
％
に
す
る
と
言
明
し
て
い
る
が
、
実
現
は
か

な
り
難
し
い
。
無
理
に
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
と

な
る
と
、
女
性
の
能
力
と
関
係
な
し
に
抜
擢
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ
は
ま
た
男
性
職
員
と
の

不
公
平
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
先
日
、
自
民
党
の

役
員
会
で
、
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
多
く
の

女
性
議
員
を
誕
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
声
が
出
た
。

政
治
家
は
男
性
の
専
業
で
は
な
い
。
女
性
の
声
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
女
性
議
員
の
進
出
は

歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
今
、
地
方
議

会
で
は
女
性
候
補
ど
こ
ろ
か
、
男
性
で
も
議
員
志

望
者
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
若

い
人
と
な
る
と
、
2
世
以
外
で
見
つ
け
る
の
は
至
難

の
技
で
あ
る
。
な
ぜ
若
い
男
女
が
政
治
に
関
心
を

示
さ
な
く
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
由
は
色
々

挙
げ
ら
れ
る
が
、
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
生
活
の
不

安
定
が
あ
る
。
か
っ
て
地
方
議
員
に
も
年
金
制
度

が
あ
っ
た
が
、
現
在
年
金
制
度
は
な
い
。
議
員
個

人
は
各
自
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
選
挙
は
厳
し
い
、
年
金
は
無
い
、
報
酬
の
割

に
は
多
く
の
出
費
が
か
さ
む
、
常
時
有
権
者
の
批

判
に
晒さ

ら
さ
れ
る
。
こ
ん
な
仕
事
に
安
定
し
た
会
社

勤
め
を
辞
め
て
政
治
の
世
界
に
入
っ
て
く
る
人
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
若
い
男
女
を
政
治
の
世
界
に
進
出

す
る
の
を
手
助
け
す
る
た
め
に
も
、
せ
め
て
一
般
社

会
並
み
の
年
金
制
度
が
必
要
で
あ
る
。
自
民
党
で

は
今
後
、
地
方
議
会
出
身
者
を
中
心
に
地
方
議
会

年
金
制
度
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

統
一
選
で
多
く
の
女
性
議
員
を

地
方
議
員
の
身
分
の
安
定
が
前
提
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都
知
事
に

原
発
再
稼
働
容
認
派
の
舛
添
氏
、

脱
原
発
、
反
原
発
に
都
民
賛
同
せ
ず

3
府
会
補
欠
候
補
者
の
事
前
ポ
ス
タ
ー

参
議
院
総
務
委
員
会
の
議
員
派
遣

2
月
24
〜
25
日
、
兵
庫
県
、
京
都
府
に

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

参
議
院
総
務
委
員
会（
山
本
香
苗
委
員
長
）で

は
、
兵
庫
県
、
京
都
府
に
お
け
る
行
財
政
状
況
、

消
防
及
び
情
報
通
信
等
に
関
す
る
実
情
調
査
の

た
め
、
2
月
24
日
㈪
〜
25
日
㈫
の
2
日
間
、
兵

庫
県
、
京
都
府
に
議
員
派
遣
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
西
宮
市
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
運
用
状
況
、
神
戸
市
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
昨
年
10
月
、

神
戸
市
長
に
当
選
し
た
久
元
喜
造
市
長
と
懇

談
、
京
都
市
で
は
山
田
啓
二
知
事
、
門
川
大
作

京
都
市
長
と
、
府
県
と
大
都
市
と
の
二
重
行
政

の
問
題
点
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
す
る
。
さ
ら
に
和
食
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
そ
れ
を
契
機
に
、
積
極
的
に
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
京
都
市
担
当
者
と
の
懇
談
も

計
画
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
京
都
市
が
誇
る
「
京

都
市
消
防
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
高
台
寺
駐

車
場
に
整
備
さ
れ
た
「
耐
震
型
大
型
防
火
水
槽
」

を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
二
ノ

湯
参
議
院
議
員
は
、
総
務
委
員
会
に
所
属
、
与

党
の
筆
頭
理
事
を
務
め
て
い
る
。

東
京
都
知
事
選
挙
は
事
前
の
世
論
調
査
の
予

想
通
り
、
自
民
党
、
公
明
党
が
推
す
元
厚
労
大

臣
舛
添
要
一
氏
が
、
共
産
党
推
薦
の
宇
都
宮
健
児

氏
、
小
泉
元
首
相
の
支
援
を
得
た
元
首
相
細
川
護

熙
氏
、
石
原
慎
太
郎
衆
議
院
議
員
が
推
す
無

所
属
の
田
母
神
俊
雄
氏
の
3
氏
に
大
差
を
つ
け

て
初
当
選
を
果
た
し
た
。
今
回
の
選
挙
の
テ
ー

マ
は
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
の
是
非
を
問
う

選
挙
と
言
わ
れ
た
。
都
民
は
原
発
の
再
稼
働
に

も
強
い
関
心
が
あ
る
が
、
今
後
東
京
都
は
急
速

に
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
福

祉
、
医
療
は
ど
う
な
る
の
か
、
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
。
子
育
て
も
重
要
な
政
策
で
あ
る
。

知
事
選
挙
の
争
点
は
原
発
だ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、東
京
は
日
本
の
人
口
の
約
1
割
が
住
み
、

し
か
も
東
京
都
は
東
京
電
力
の
大
株
主
で
あ

り
、
東
電
の
経
営
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
。
も
し
、
細
川
氏
、
又
は
宇
都
宮
氏
が
知

事
に
当
選
す
れ
ば
東
京
電
力
の
原
発
再
稼
動

は
非
常
に
困
難
に
な
り
、
再
稼
働
に
踏
み
切
り

た
い
安
倍
政
権
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な

る
。
再
稼
働
に
理
解
を
示
す
舛
添
氏
が
当
選

し
て
、
政
府
も
一
安
心
で
あ
る
。
た
だ
、
細
川
、

宇
都
宮
両
氏
の
票
を
合
計
す
れ
ば
舛
添
氏
の

票
に
近
く
な
る
。
そ
れ
だ
け
都
民
に
反
、
脱
原

発
を
支
持
す
る
人
が
多
い
と
も
言
え
る
。
現
在

安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
経
済
政
策
へ
の
期
待
で

高
い
が
、
近
い
内
に
国
民
が
景
気
回
復
を
実
感

し
な
け
れ
ば
、
支
持
率
も
下
が
り
、
自
民
党
内

か
ら
批
判
の
声
が
上
が
り
、
す
ん
な
り
と
再
稼

動
を
実
施
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
集
団
的

自
衛
権
、
憲
法
改
正
、
原
発
再
稼
動
等
、
国

論
を
二
分
す
る
難
し
い
問
題
を
し
ば
ら
く
側
に

置
い
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
成
功
に
全
力
を
尽
く

す
べ
き
で
あ
る
。
舛
添
氏
の
当
選
に
浮
か
れ
て

は
い
け
な
い
。

藤
山
由
紀
子
氏（
宇
治
市
・
久
世
郡
）

園
崎
弘
道
氏（
城
陽
市
）

池
田
岩
太
氏（
京
都
市
北
区
）

かって京都府知事選挙と言えば、全国注視の激しい自共
の戦いであった。自民党京都府連は、強敵蜷川虎三知事に
敗退を繰り返し、何度悔しい思いをしたかも知れない。だ
が昭和53年林田府政が誕生して以来、知事選挙は全く様
変わり、静かな選挙となってしまった。選挙で一番頭が痛
いのは、交通至便な選挙事務所を設置することである。都
心で格好の物件は滅多にない。「活力ある京都をつくる会・
略称活力京都」推薦の現職山田啓二陣営では以前から、関
係者が事務所を物色していたが、超一等地に空きビルが見
つかった。場所は御池麩屋町北西の電通京都支社だったビ
ル。5階建、駐車場も完備、冷暖房設備、ガス、水道も使
用できる。今までの知事選挙事務所の中で、最高の物件で
ある。2月17日から事務職員が準備作業に取り組んでいる。

「活力京都」候補者の事務所が決まる
京都市役所西の超一等地

!

「活力ある京都をつくる会」
京都市中京区御池通麩屋町西北角上白山町259

☎075-241-2500
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一
、
安
倍
首
相
が
年
末
、
靖
国
神
社
参
拝
を
実

施
し
た
。
た
ち
ま
ち
内
外
か
ら
様
々
な
反
応
が

出
て
い
る
。
一
国
の
首
相
が
英
霊
の
祀
っ
て
あ

る
神
社
を
参
拝
す
る
の
は
至
極
当
然
で
あ
る
と

い
う
半
面
、
中
国
、
韓
国
を
刺
激
し
、
両
国
関

係
が
さ
ら
に
一
層
悪
く
な
る
と
い
う
声
も
あ
る
。

一
、
沖
縄
県
知
事
が
辺
野
古
沿
岸
部
埋
め
立
て

を
承
認
し
た
。
知
事
は
県
民
の
気
持
ち
を
考
え

県
外
へ
の
移
設
を
思
っ
て
い
る
。
だ
が
申
請
書

類
に
不
備
が
な
く
、
行
政
の
長
と
し
て
は
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
に
苦
渋

の
選
択
で
あ
る
。

一
、
東
京
都
知
事
選
挙
が
終
わ
り
、
舛
添
氏
の

圧
勝
に
終
わ
っ
た
。
注
目
の
候
補
者
細
川
氏
は

小
泉
元
首
相
の
応
援
に
も
関
わ
ら
ず
意
外
に
票

が
伸
び
な
か
っ
た
。
細
川
氏
の
候
補
者
と
し
て

の
魅
力
の
な
さ
か
。
そ
れ
と
も
小
泉
氏
の
力
量

不
足
か
。

一
、
楽
天
の
田
中
将
大
投
手
が
大
リ
ー
グ
の
ヤ

ン
キ
ー
ス
へ
入
団
し
た
。
7
年
間
で
総
額
160
億

円
と
い
う
天
文
学
的
数
字
。
そ
れ
だ
け
期
待
が

大
き
い
が
、
本
人
の
プ
ッ
レ
シ
ャ
ー
は
相
当
き

つ
い
と
想
像
す
る
。
先
ず
、
最
初
の
試
合
で
成

功
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

一
、
ア
ク
リ
フ
ー
ズ
の
農
薬
混
入
事
件
で
、
容

疑
者
が
逮
捕
さ
れ
た
。
容
疑
者
は
そ
こ
で
働
く

契
約
社
員
で
あ
っ
た
。
犯
行
の
動
機
は
何
年
働

い
て
も
正
社
員
に
な
れ
ず
、
給
料
も
上
が
ら
な

い
こ
と
へ
の
不
満
の
よ
う
だ
。
契
約
社
員
制
度

は
日
本
社
会
に
馴
染
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

一
、
ソ
チ
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
終

わ
っ
た
。
メ
ダ
ル
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
力
を
発

揮
出
来
ず
、
涙
を
の
ん
だ
選
手
も
多
い
。
4
年

に
1
度
し
か
な
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
勝
利
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
。
運
と
実
力
が
一
致
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
日
本
の
最
大
の
課
題
は
人
口
減
少
を
ど
う

食
い
止
め
る
か
で
あ
る
。
増
や
す
方
法
は
移
民

の
受
け
入
れ
か
。
婚
外
子
を
認
め
る
か
。
最
も

重
要
な
事
は
若
い
人
に
子
供
を
た
く
さ
ん
産
ん

で
貰
う
こ
と
。
安
倍
首
相
は
移
民
受
け
入
れ
に

言
及
し
た
。
今
後
論
議
を
呼
び
そ
う
だ
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」の
発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動をご支援
いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張にご

賛同いただき、ご入会下さいますようお願い
申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「日本真生塾」　例会のお知らせ
第41回 3月31日㈪ 18時～21時

第42回 4月28日㈪ 18時～21時

場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　　　　（京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：奥井寛之）
日本真生塾事務局（二之湯事務所内） TEL：075-351-2228／FAX：075-315-2310

詳しくはFacebookページをご覧ください。https://www.facebook.com/nipponshinsei

日本真生塾　塾長　岡本幸治

テーマ：『凸型西洋文化の死角』
西洋文化の根本を見直し、グローバル化について考察します

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

二
之
湯
　智

参
議
院
議
員

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

平
素
は
、
私
の
政
治
活
動
に
ご
理
解
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
風
邪
で
体
調
を
崩

さ
れ
た
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
元
気
で
お
過
ご

し
下
さ
い
。
私
も
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
、
感
謝
の
気
持
ち
忘
れ
ず
に
、

国
会
議
員
と
し
て
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
た
め
に
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

と　き　平成26年3月15日㈯　午後2時～

ところ　国立京都国際会館 
メインホール（大会議場）（京都市左京区宝ヶ池）

山田啓二知事を励ます活力京都総決起大会


